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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第３四半期
累計期間

第41期
第３四半期
累計期間

第40期　

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 9,071,351 10,364,918 12,401,183

経常利益（千円） 595,283 657,852 900,885

四半期（当期）純利益（千円） 365,421 409,229 561,684

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）　
－ － －

資本金（千円） 1,387,297 1,387,297 1,387,297

発行済株式総数（千株） 6,529 6,529 6,529

純資産額（千円） 3,787,332 4,364,760 4,001,701

総資産額（千円） 9,737,926 10,474,667 10,551,036

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
65.18 73.01 100.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 8.00

自己資本比率（％） 38.9 41.7 37.9

　

回次
第40期

第３四半期
会計期間

第41期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 19.85 25.49

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）業績の状況

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、安倍政権による景気刺激・成長促進的な経済政策、いわゆる

「アベノミクス」の推進とともに、回復の度を増していく形となりました。また、日銀による金融緩和の強化な

どが円安を通じて輸出を後押しし、内需面では10兆円規模の緊急経済対策が打たれて公的需要が伸びたほか、消

費税率引き上げ前の駆け込み需要があった家計需要も堅調に推移しました。

　輸入車市場においては、フォルクスワーゲンゴルフが輸入車で初めて日本カー・オブ・ザ・イヤーを受賞する

など、各社から環境性能や安全性に優れたニューモデルの投入が相次ぎ、引き続き好調に推移し、新車の登録台

数は213千台（前年同期比19.5%増）となりました。

　このような状況下、当社の第３四半期累計期間における新車と中古車を合わせた販売台数は、2,546台（前年

同期比17.9％増）と順調に推移いたしました。また、当第３四半期累計期間の業績は、売上高103億64百万円

（前年同期比14.3％増）、営業利益6億85百万円（前年同期比10.2％増）、経常利益6億57百万円（前年同期比

10.5％増）、四半期純利益は4億9百万円（前年同期比12.0％増）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。　

（車両販売関連）　

　車両販売関連事業におきましては、新型フォルクスワーゲンゴルフ、アウディＡ３等の販売も堅調であり、中

古車販売も好調に推移した結果、車両販売関連の売上高は101億95百万円（前年同期比13.3％増）、セグメント

利益は6億2百万円（前年同期比4.5％増）となりました。

　

（不動産）　　

　不動産事業におきましては、西船橋店の賃貸ワンルームマンションに加え、市川店の賃貸マンション等におけ

る賃貸収入が計上できたことにより、売上高は72百万円（前年同期比3.7％増）、セグメント利益は47百万円

（前年同期比4.3％増）となりました。

　

（発電）

　発電事業におきましては、成田太陽光発電所に加え、平成25年８月に稼働を開始した館山太陽光発電所の発電

による安定的な売電収入が計上できたことにより、売上高は96百万円、セグメント利益は35百万円となりまし

た。

　

　（２）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ76百万円減少し104億74百万円となりまし

た。これは現金及び預金の減少が主な要因であります。　

　負債につきましては、前事業年度末に比べ4億39百万円減少し61億9百万円となりました。これは、返済により

長期借入金が減少したことが主な要因であります。

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ3億63百万円増加し43億64百万円となりました。これは、四半期

純利益を計上したことが主な要因であります。

 　

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,529,114 6,529,114

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 6,529,114 6,529,114 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日　
－　 6,529,114 －　 1,387,297 －　 348,297

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 924,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,580,000 5,580 －

単元未満株式 普通株式　　　 25,114 － －

発行済株式総数 6,529,114 － －

総株主の議決権 － 5,580 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権数１個）含まれてお

ります。

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（株）ファミリー
千葉県千葉市中央区東千

葉２-８-15　
924,000 － 924,000 14.2

計 － 924,000 － 924,000 14.2

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 980,892 851,306

売掛金 420,747 299,359

商品 1,664,539 1,630,090

部品及び用品 109,332 143,170

販売用不動産 49,334 49,334

繰延税金資産 17,470 12,159

その他 295,483 236,237

貸倒引当金 △560 △560

流動資産合計 3,537,240 3,221,098

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,560,870 1,540,951

機械装置及び運搬具（純額） 528,467 803,995

土地 3,950,582 3,951,506

賃貸不動産（純額） 515,983 501,472

建設仮勘定 34,361 －

その他（純額） 57,945 70,134

有形固定資産合計 6,648,211 6,868,060

無形固定資産 30,253 28,659

投資その他の資産

投資有価証券 88,154 88,429

長期貸付金 56,294 52,789

差入保証金 124,237 133,737

その他 66,644 81,892

投資その他の資産合計 335,331 356,848

固定資産合計 7,013,795 7,253,569

資産合計 10,551,036 10,474,667
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 628,484 595,079

短期借入金 3,070,396 3,009,900

未払法人税等 80,063 67,463

賞与引当金 15,080 8,530

その他 575,808 662,987

流動負債合計 4,369,832 4,343,960

固定負債

長期借入金 1,889,570 1,381,412

役員退職慰労引当金 30,518 31,986

資産除去債務 7,943 8,054

繰延税金負債 172,833 269,844

その他 78,636 74,650

固定負債合計 2,179,502 1,765,947

負債合計 6,549,335 6,109,907

純資産の部

株主資本

資本金 1,387,297 1,387,297

資本剰余金 815,014 815,014

利益剰余金 1,977,835 2,342,220

自己株式 △200,196 △200,801

株主資本合計 3,979,950 4,343,730

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 21,750 21,029

評価・換算差額等合計 21,750 21,029

純資産合計 4,001,701 4,364,760

負債純資産合計 10,551,036 10,474,667
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 9,071,351 10,364,918

売上原価 7,464,586 8,618,336

売上総利益 1,606,764 1,746,582

販売費及び一般管理費 984,485 1,061,121

営業利益 622,279 685,461

営業外収益

受取利息 1,173 1,114

受取配当金 1,287 1,451

受取保険金 4,682 260

金利スワップ評価益 － 700

その他 6,511 5,244

営業外収益合計 13,653 8,771

営業外費用

支払利息 40,649 36,379

営業外費用合計 40,649 36,379

経常利益 595,283 657,852

特別損失

固定資産除却損 20 4,040

特別損失合計 20 4,040

税引前四半期純利益 595,262 653,812

法人税、住民税及び事業税 221,005 143,257

法人税等調整額 8,835 101,325

法人税等合計 229,840 244,582

四半期純利益 365,421 409,229
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 124,471千円 172,262千円
　
　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 28,031 5 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 44,844 8 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 車両販売関連 不動産 合計

売上高    

外部顧客への売上高 9,001,019 70,331 9,071,351

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 9,001,019 70,331 9,071,351

セグメント利益 576,773 45,506 622,279

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　            （単位：千円）

 車両販売関連 不動産 発電 合計

売上高     

外部顧客への売上高 10,195,476 72,946 96,495 10,364,918

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 10,195,476 72,946 96,495 10,364,918

セグメント利益 602,898 47,457 35,104 685,461

（注）１．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。　

２．平成25年３月より、新規事業として開始した発電事業を新たな報告セグメントとして追加しておりま

す。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 65円18銭 73円1銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 365,421 409,229

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 365,421 409,229

普通株式の期中平均株式数（株） 5,606,100 5,605,006

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月14日

株式会社ファミリー

取締役会　御中

 有限責任 あずさ監査法人  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山下　　隆　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　孝明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファミ

リーの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第41期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファミリーの平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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